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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第26期

第２四半期連結
累計期間

第26期
第２四半期連結
会計期間

第25期

会計期間
自平成20年４月１日
至平成20年９月30日

自平成20年７月１日
至平成20年９月30日

自平成19年４月１日
至平成20年３月31日

売上高（千円） 5,101,522 2,621,466 11,042,840

経常利益（千円） 159,510 145,062 643,833

四半期（当期）純利益（千円） 41,555 48,232 299,831

純資産額（千円） － 4,873,153 4,900,451

総資産額（千円） － 10,333,885 10,482,760

１株当たり純資産額（円） － 1,217.61 1,226.20

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
10.56 12.26 91.02

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） － 46.4 46.0

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー（千円）
371,972 － 272,200

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー（千円）
△213,946 － △1,056,339

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー（千円）
△180,486 － 76,424

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ 2,400,960 2,422,158

従業員数（人） － 491 489

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成していますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

いません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載していま

せん。

　　　　３．売上高には、消費税等は含まれていません。

２【事業の内容】

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

３【関係会社の状況】

　当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。
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４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

　 平成20年９月30日現在

従業員数（人） 491 [131]

　（注）従業員数は就業人員（当社グループからグループ外への出向者及びグループ外から当社グループへの出向者はあ

りません。）であり、臨時雇用者数（パート・アルバイト）は、当第２四半期連結会計期間の平均人員を[　]外数で

記載しています。

(2）提出会社の状況

　 平成20年９月30日現在

従業員数（人） 94 [16]

　（注）従業員数は就業人員（当社から社外への出向者及び社外から当社への出向者はありません。）であり、臨時雇用者

数（パート・アルバイト）は、当第２四半期会計期間の平均人員を[　]外数で記載しています。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1)生産実績

 当第２四半期連結会計期間における生産実績は、次のとおりです。

品目
当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

化粧品（千円） 3,290,168

合計（千円） 3,290,168

　（注）１．金額は、販売価格によっています。

２．上記の金額には、消費税等は含まれていません。

(2）受注状況

　当社グループは見込生産を行っているため、該当事項はありません。

(3）販売実績

　当第２四半期連結会計期間における販売実績は、次のとおりです。

①　品目別実績

品目
当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

構成比（％）

化粧品   

基礎化粧品（千円） 1,706,953 65.1

メイクアップ化粧品（千円） 299,370 11.4

トイレタリー（千円） 129,493 4.9

その他（千円）　（注）1 17,692 0.7

小計（千円） 2,153,509 82.1

栄養補助食品・雑貨等(千円) 431,247 16.5

 化粧品・栄養補助食品等 小計(千円) 2,584,756 98.6

 その他（千円）　　（注）2 36,709 1.4

合計（千円） 2,621,466 100.0

　（注）１．期間を限定して提供するキャンペーンセット品等が主なものです。

　　　　２．ハーバーガーデン（ゴルフ練習場、カルチャーセンター等）等の売上が主なものです。

３．上記の金額には、消費税等は含まれていません。

②　販売ルート別実績

販売ルート別
当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

構成比（％）

販売ルート   

通信販売（千円） 1,848,818 71.5

百貨店向卸売（千円） 337,542 13.1

その他卸売（千円） 195,786 7.6

直営店（千円） 202,608 7.8

合計（千円） 2,584,756 100.0

　（注）１．上記の合計表には、ハーバーガーデン等の売上は含まれていません。

２．上記の金額には、消費税等は含まれていません。
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２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

３【財政状態及び経営成績の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断したも

のです。

（1）業績の状況

　　 当第２四半期連結会計期間の当社グループの連結売上高は景気の不透明感により個人消費が落ち込んでいる事な

どから購入単価の減少が続きましたが、「カリカリクッキー」や「スリムエナジー」のダイエット関連商品の投

入やきめ細かい販促活動により売上件数を増やし、2,621,466千円となりました。

　　　　 売上原価は、工場増設などに伴う減価償却費の増加や原材料価格の上昇により574,962千円となりました。

　　　   広告販促活動は、スクワランを中心とした販促企画を第３四半期以降に行う予定である事から、当第２四半期連結

会計期間では553,908千円と抑制、販売費及び一般管理費では1,898,332千円となっています。

　　　 　その結果、営業利益は148,171千円、経常利益は145,062千円、四半期純利益は48,232千円となっています。

（2）キャッシュ・フローの状況

　       当第２四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、税金等調整前四半期純利

益が123,649千円でしたが、有形固定資産の取得のための支出82,221千円などから、当第２四半期連結会計期間末に

は2,400,960千円となりました。

　　　 　当第２四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりです。

　　　 （営業活動によるキャッシュ・フロー）

　　　　 　営業活動の結果得られた資金は、333,846千円となりました。これは主に、税金等調整前四半期純利益123,649千円、減

価償却費121,639千円、売上債権の減少161,215千円等による増加とたな卸資産の増加123,279千円等による減少に

よるものです。

　　　 （投資活動によるキャッシュ・フロー）

　　　　　 投資活動の結果使用した資金は、91,835千円となりました。これは主に、工場の生産設備の購入等による支出82,221

千円等です。

　　　 （財務活動によるキャッシュ・フロー）

　　　　　 財務活動の結果使用した資金は、94,310千円となりました。これは主に、短期借入金の純増加額48,785千円と長期借

入金の返済による支出133,870千円、配当金の支払額8,615千円等によるものです。

（3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　   当第２四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

（4）研究開発活動

　　　　 当第２四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、24,836千円です。

　　　　 なお、当第２四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第２四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末において計画中であった重要な設備の新設、除却等

について、重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はあり

ません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 10,000,000

計 10,000,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成20年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成20年11月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 3,935,000 3,935,000 ジャスダック証券取引所 －

計 3,935,000 3,935,000 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　　該当事項はありません。

（３）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成20年７月１日～

平成20年９月30日
－ 3,935,000 － 696,450 － 812,570

（５）【大株主の状況】

　 平成20年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

　小柳　昌之 　東京都千代田区 1,353 34.39

　小柳　東子 　東京都北区 229 5.83

　有限会社ナチュラル 　北海道苫小牧市植苗196-11 200 5.08

　小柳　典子 　北海道苫小牧市 75 1.90

　小柳　佳之 　東京都豊島区 60 1.52

　株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 　東京都千代田区丸の内２－７－１ 60 1.52

　知野　秀雄 　東京都中央区 44 1.13

　小柳　かず江 　東京都千代田区 30 0.76

　ハーバー研究所従業員持株会 　東京都千代田区有楽町１－12－１ 20 0.52

  仁村　則明 　東京都八王子市 20 0.50

計 － 2,093 53.19
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（６）【議決権の状況】

　①【発行済株式】

　 平成20年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 1,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 3,933,800 39,338 －

単元未満株式 普通株式 200 － －

発行済株式総数  3,935,000 － －

総株主の議決権 － 39,338 －

　②【自己株式等】

　 平成20年９月30日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

㈱ハーバー研究所
東京都千代田区有

楽町１－12－１
1,000 － 1,000 0.03

計 － 1,000 － 1,000 0.03

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別 平成20年４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高（円） 2,195 2,200 2,185 2,265 2,300 2,415

最低（円） 2,060 2,035 2,120 2,160 2,220 2,230

　（注）　最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所におけるものです。

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動は、次のとおりです。

　(1）役職の異動

新役名 新職名 旧役名 旧職名 氏名 異動年月日

取締役
人事・経理部担
当ディレクター

取締役
総務部・経理部担
当ディレクター

鍋島　厚 平成20年10月１日

取締役
営業企画部担当
ディレクター

取締役
ネット推進担当
ディレクター

五島　宏 平成20年10月１日

取締役
基礎研究室・化
粧品開発部担当
ディレクター

取締役
商品開発部・事業
開発部担当ディレ
クター

古俣　徳康 平成20年10月１日

EDINET提出書類

株式会社ハーバー研究所(E01063)

四半期報告書

 8/21



第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しています。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平

成20年９月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、監査法人Ａ＆Ａパートナーズによる四半期レビューを受けています。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,446,040 2,474,641

受取手形及び売掛金 742,044 1,038,038

商品 827,956 607,218

製品 70,596 38,767

原材料 540,713 464,102

仕掛品 68,060 61,632

繰延税金資産 123,999 127,731

その他 162,239 217,666

貸倒引当金 △8,349 △9,628

流動資産合計 4,973,302 5,020,170

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 3,155,117 3,071,857

減価償却累計額 △993,524 △909,610

建物及び構築物（純額） 2,161,593 2,162,247

機械装置及び運搬具 914,974 903,801

減価償却累計額 △547,134 △483,721

機械装置及び運搬具（純額） 367,839 420,079

工具、器具及び備品 570,892 552,201

減価償却累計額 △391,434 △347,043

工具、器具及び備品（純額） 179,458 205,158

土地 1,877,725 1,866,712

建設仮勘定 29,911 34,675

有形固定資産合計 4,616,527 4,688,873

無形固定資産

その他 175,011 201,150

無形固定資産合計 175,011 201,150

投資その他の資産

繰延税金資産 97,993 90,299

その他 486,101 497,317

貸倒引当金 △15,050 △15,050

投資その他の資産合計 569,044 572,566

固定資産合計 5,360,583 5,462,589

資産合計 10,333,885 10,482,760
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 479,122 313,915

短期借入金 1,822,426 1,562,640

1年内返済予定の長期借入金 588,202 695,860

未払金 472,831 664,437

未払法人税等 91,429 89,302

賞与引当金 87,396 82,645

ポイント引当金 131,399 127,913

その他 113,148 116,818

流動負債合計 3,785,956 3,653,532

固定負債

長期借入金 1,422,684 1,677,626

退職給付引当金 65,057 60,527

役員退職慰労引当金 154,154 150,389

その他 32,879 40,233

固定負債合計 1,674,775 1,928,776

負債合計 5,460,732 5,582,309

純資産の部

株主資本

資本金 696,450 696,450

資本剰余金 812,570 812,570

利益剰余金 3,274,897 3,312,022

自己株式 △400 △400

株主資本合計 4,783,517 4,820,642

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △321 94

為替換算調整勘定 6,886 3,160

評価・換算差額等合計 6,565 3,255

少数株主持分 83,070 76,553

純資産合計 4,873,153 4,900,451

負債純資産合計 10,333,885 10,482,760
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

売上高 5,101,522

売上原価 1,118,148

売上総利益 3,983,374

販売費及び一般管理費 ※
 3,807,402

営業利益 175,971

営業外収益

受取利息 2,061

受取配当金 217

受取賃貸料 22,361

その他 6,857

営業外収益合計 31,498

営業外費用

支払利息 33,763

その他 14,195

営業外費用合計 47,959

経常利益 159,510

特別利益

貸倒引当金戻入額 1,278

固定資産売却益 233

債務免除益 2,944

特別利益合計 4,456

特別損失

固定資産除却損 1,343

たな卸資産廃棄損 5,984

リース解約損 10,633

その他 9,128

特別損失合計 27,089

税金等調整前四半期純利益 136,878

法人税、住民税及び事業税 86,746

法人税等調整額 △564

法人税等合計 86,181

少数株主利益 9,141

四半期純利益 41,555
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日
　至　平成20年９月30日)

売上高 2,621,466

売上原価 574,962

売上総利益 2,046,503

販売費及び一般管理費 ※
 1,898,332

営業利益 148,171

営業外収益

受取利息 1,604

受取賃貸料 11,081

その他 5,135

営業外収益合計 17,821

営業外費用

支払利息 16,581

その他 4,349

営業外費用合計 20,930

経常利益 145,062

特別利益

貸倒引当金戻入額 16

固定資産売却益 233

債務免除益 427

特別利益合計 676

特別損失

固定資産除却損 1,343

たな卸資産廃棄損 5,984

リース解約損 10,633

その他 4,128

特別損失合計 22,089

税金等調整前四半期純利益 123,649

法人税、住民税及び事業税 65,134

法人税等調整額 4,833

法人税等合計 69,967

少数株主利益 5,449

四半期純利益 48,232
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 136,878

減価償却費 233,800

引当金の増減額（△は減少） 15,254

受取利息及び受取配当金 △2,278

支払利息 33,763

固定資産売却損益（△は益） △233

固定資産除却損 1,343

売上債権の増減額（△は増加） 300,779

たな卸資産の増減額（△は増加） △331,970

仕入債務の増減額（△は減少） 165,238

未払債務の増減額（△は減少） △105,827

未払又は未収消費税等の増減額 28,156

その他 △16,577

小計 458,328

利息及び配当金の受取額 2,273

利息の支払額 △34,099

法人税等の支払額 △89,403

法人税等の還付額 34,874

営業活動によるキャッシュ・フロー 371,972

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の増減額（△は増加） 7,464

子会社株式の取得による支出 △100

有形固定資産の取得による支出 △211,679

無形固定資産の取得による支出 △4,937

長期前払費用の取得による支出 △3,915

差入保証金の差入による支出 △207

差入保証金の回収による収入 880

その他 △1,451

投資活動によるキャッシュ・フロー △213,946

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 259,785

長期借入金の返済による支出 △360,083

割賦債務の返済による支出 △2,120

配当金の支払額 △78,067

財務活動によるキャッシュ・フロー △180,486

現金及び現金同等物に係る換算差額 1,261

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △21,198

現金及び現金同等物の期首残高 2,422,158

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 2,400,960
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【継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況】

　    該当事項はありません。

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

会計処理基準に関する事項の

変更

(1)重要な資産の評価基準及び評価方法の変更

 たな卸資産

　　通常の販売目的で保有するたな卸資産について

は、従来、主として総平均法による原価法によっ

ていましたが、第１四半期連結会計期間より「棚

卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基

準第９号　平成18年７月５日）が適用されたこと

に伴い、主として総平均法による原価法（貸借対

照表価額については収益性の低下に基づく簿価

切下げの方法）により算定しています。

　 これによる損益に与える影響はありません。

 (2)「連結財務諸表作成における在外子会社の会

計処理に関する当面の取扱い」の適用

　 第１四半期連結会計期間より、「連結財務諸表

作成における在外子会社の会計処理に関する当

面の取扱い」（実務対応報告第18号　平成18年５

月17日）を適用し、連結決算上必要な修正を行っ

ています。

　  これによる損益に与える影響はありません。

 (3)リース取引に関する会計基準の適用

　 所有権移転外ファイナンス・リース取引につい

ては、従来、賃貸借取引に係る方法に準じた会計

処理によっていましたが、「リース取引に関する

会計基準」（企業会計基準第13号（平成５年６

月17日（企業会計審議会第一部会）、平成19年３

月30日改正））及び「リース取引に関する会計

基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第16

号（平成６年１月18日（日本公認会計士協会　会

計制度委員会）、平成19年３月30日改正））が平

成20年４月１日以後開始する連結会計年度に係

る四半期連結財務諸表から適用することができ

ることになったことに伴い、第１四半期連結会計

期間からこれらの会計基準等を適用し、通常の売

買取引に係る会計処理によっています。また、所

有権移転外ファイナンス・リース取引に係る

リース資産の減価償却の方法については、リース

期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法

を採用しています。

 　なお、リース取引開始日が適用初年度前の所有

権移転外ファイナンス・リース取引については、

通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理

を引き続き採用しています。

　　これによる損益に与える影響はありません。
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【簡便な会計処理】

　
　
　

当第２四半期連結累計期間 
（自　平成20年４月１日 
 至　平成20年９月30日）

１．固定資産の減価償却費の

算定方法

　減価償却費の算出は、年間償却予定額を期間按分

して算定しています。

２．税金費用の計算 　当社及び一部の連結子会社は、法人税等の納付税

額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額

控除項目を重要なものに限定する方法によってい

ます。

　 繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、

前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差

異等の発生状況に著しい変化がないと認められる

ので、前連結会計年度において使用した将来の業

績予想を利用する方法によっています。

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　
当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

税金費用の計算 　一部の連結子会社においては、当第２四半期連結

会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益

に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に

見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率

を乗じて計算しています。

　なお、これら一部の連結子会社の法人税等調整額

は法人税、住民税及び事業税に含まれています。

【注記事項】

（四半期連結損益計算書関係）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりです。

給料手当 740,520千円

販売促進費 692,993 

荷造運送費 272,817 

広告宣伝費 348,668 

減価償却費 94,264 

ポイント引当金繰入額 206,656 

当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりです。

給料手当 373,315千円

販売促進費 358,611 

荷造運送費 142,369 

広告宣伝費 195,297 

減価償却費 47,740 

ポイント引当金繰入額 108,657 
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

　（平成20年９月30日現在）

現金及び預金勘定 2,446,040千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △45,079 

現金及び現金同等物 2,400,960 

（株主資本等関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至　

平成20年９月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

　　　　　　普通株式　　　　　　3,935,000株

２．自己株式の種類及び株式数

　　　　　　普通株式　　　　　　　　1,000株

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

４．配当に関する事項

　配当金支払額

（決議）
株式の種類

配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 　配当の原資

平成20年５月23

日

取締役会

普通株式 78,680 20 平成20年３月31日 平成20年６月９日 利益剰余金　

（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間（自平成20年７月１日　至平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自

平成20年４月１日　至平成20年９月30日）

　全セグメントの売上高の合計及び営業利益の金額の合計額に占める化粧品事業の割合が、いずれも90％を超え

るため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しています。

【所在地別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間（自平成20年７月１日　至平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自

平成20年４月１日　至平成20年９月30日）

　全セグメントの売上高の合計に占める日本の割合が、いずれも90％を超えるため、所在地別セグメント情報の記

載を省略しています。

【海外売上高】

当第２四半期連結会計期間（自平成20年７月１日　至平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自

平成20年４月１日　至平成20年９月30日）

　海外売上高が、いずれも連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しています。

（有価証券関係）

　当第２四半期連結会計期間末（平成20年９月30日）

　      有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動は認めら

れませんでしたので記載を省略しています。

（デリバティブ取引関係）

　　　　当社グループはデリバティブ取引をまったく利用していないため、該当事項はありません。
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（ストック・オプション等関係）

該当事項はありません。

（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
（平成20年９月30日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

１株当たり純資産額 1,217.61円 １株当たり純資産額 1,226.20円

２．１株当たり四半期純利益金額

当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 10.56円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載していません。

１株当たり四半期純利益金額 12.26円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載していません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりです。

　
当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

四半期純利益（千円） 41,555 48,232

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 41,555 48,232

期中平均株式数（株） 3,934,000 3,934,000

（重要な後発事象）

　　　　該当事項はありません。
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（リース取引関係）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

　リース取引開始日が適用初年度前の所有権移転外ファイナ

ンス・リース取引について通常の賃貸借取引に係る方法に準

じて処理を行っており、リース取引残高が前連結会計年度末

に比べて著しい変動が認められます。

（借主側）

１．リース物件の取得価額相当額、減価償却累計額相当額、減

損損失累計額相当額及び残高相当額

 
取得価額
相当額

(千円)

減価償却累
計額相当額

(千円)

減損損失累
計額相当額

(千円)

残高相当
額

(千円)

有形固

定資産
103,245 48,375 － 54,869

合計 103,245 48,375 － 54,869

２．未経過リース料残高相当額等

未経過リース料残高相当額

１年内 20,196千円
　

１年超 35,510千円
　

合計 55,707
千円

　

リース資産減損勘定の残高
－
千円

　　

３．四半期連結会計期間及び四半期連結累計期間に係る支払

リース料、リース資産減損勘定の取崩額、減価償却費相当

額、支払利息相当額及び減損損失
 会計期間

(千円)

 累計期間

(千円)
支払リース料 6,399 14,411
リース資産減損勘定の取崩額 － －

減価償却費相当額 5,949 13,278
支払利息相当額 635 1,348
減損損失 － －

４．四半期連結会計期間及び四半期連結累計期間の減価償却

費相当額の算定方法

　リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法に

よっております。

５．四半期連結会計期間及び四半期連結累計期間の利息相当

額の算定方法

　リース料総額とリース物件の取得価額相当額との差額を

利息相当額とし、各期への配分方法については、利息法に

よっております。

２【その他】

　　　　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成20年11月７日

株式会社ハーバー研究所

取締役会　御中

監査法人Ａ＆Ａパートナーズ

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 進藤　直滋

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 坂本　裕子

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ハーバー研

究所の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平

成20年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半

期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ハーバー研究所及び連結子会社の平成20年９月30日現在の財政

状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計

期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。

　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。 

　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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